
金
滞
古
蹟
志
血
管
五

勝
家
定
a
賀
州
一
献
a
幅
減
人
若
林
氏
・
息
二
人
・
宇
津
呂
氏
・
息
・
岸
岡
氏
・

息
・
鈴
木
氏
・
息
四
人
・
窪
田
氏
・
坪
坂
氏
・
長
山
氏
・
荒
川
氏
・
徳
田
氏
・

三
林
氏
・
黒
瀬
氏
等
首
子
安
土
プ
公
大
悦
。
令
v
由
呆
昌
於
松
原
町
西
吋
と

載
せ
た
り
。
明
智
軍
記
.
に
は
、
実
正
五
年
四
月
廿
六
日
、
越
前
柴
田

勝
家
よ
り
毛
受
注
助
吉
親
と
云
ふ
者
を
使
者
と
し
て
、
安
土
ヘ
申
上

げ
A
り
。
加
州
一
授
の
儀
、
何
と
ぞ
納
得
仕
候
様
に
、
種
々
手
を
盤

じ
臨
時
策
設
し
候
へ
ど
も
、
国
中
却
っ
て
相
募
り
承
引
無
v
之
に
付
、
去

年
の
春
よ
り
柴
田
三
左
衛
門
・
佐
久
間
玄
蕃
井
に
佐
々
内
蔵
助
・
金
森

五
郎
λ
・
前
田
叉
左
街
門
、
共
の
外
安
井
左
近
・
葬
郷
五
郎
左
衛
門
・
徳

山
畑
五
兵
衡
を
先
と
し
て
、
彼
の
園
へ
出
馬
致
し
、
検
屋
・
安
宅
・
那
谷
・

小
松
寺
・
松
任
・
倉
橋
リ
笹
谷
・
叙
・
鞍
グ
獄
・
松
根
・
鳥
越
・
亀
山
・
小
原
以

下
敵
の
要
容
を
攻
崩
し
、
能
美
・
石
川
・
河
北
郡
を
相
鎮
め
候
へ
ど

も
、
石
川
郡
尾
山
城
に
徒
浪
等
楯
飽
り
、
猶
怨
を
な
し
候
閥
、
度
々
登

向
せ
し
め
相
殿
候
庭
K
.
今
度
佐
久
間
玄
馨
計
略
を
廻
し
、
粉
骨
を

盤
し
‘
去
る
二
十
二
日
尾
山
械
を
攻
落
し
、
強
敵
悉
く
討
捕
候
に
付
、

共
中
坪
坂
伯
脊
・
同
新
五
郎
・
赤
塚
甚
右
衛
門
・
鏑
木
右
衛
門
・
松
永
丹

波
・
金
側
寺
三
郎
右
衛
門
・
黒
坂
藤
右
衛
門
以
下
、
大
将
分
の
首
十
九

指
上
候
由
.
背
山
奥
三
方
ま
で
申
越
、
寧
の
衣
第
委
細
に
使
者
言
上

紳
祉
に
一
停
来
せ
る
慶
長
十
一
年
八
月
廿
三
日
石
浦
郷
七
ケ
村
連
署
訴

放
に
、
は
せ
の
御
観
音
様
は
む
か
し
よ
り
此
七
村
の
ま
ほ
り
ほ
ど
け

と
、
そ
の
か
く
れ
無
-
御
座
-
候
庭
、
か
の
え
た
つ
の
年
三
月
九
自
民
、

圏
中
一
勧
引
申
。
共
時
御
観
音
様
山
中
へ
の
け
申
候
へ
ば
、
て
き
御

堂
を
焼
は
ら
ひ
申
候
云
々
。
と
載
せ
た
る
か
の
え
た
つ
の
年
は
実
正

八
年
に
て
‘
=
一
月
は
間
三
月
の
書
損
・
な
ら
ん
。
是
卸
ち
柴
田
勝
家
が

軍
勢
、
尾
山
城
を
攻
め
た
る
時
の
事
に
て
、
共
の
頃
石
浦
の
本
地
観

音
堂
も
兵
火
に
躍
り
た
る
も
の
也
。
訟
も
ふ
民
、
尾
坂
口
の
合
戦
に
、

三
林
善
四
郎
の
麿
下
に
凪
せ
し
掘
丸
兵
衛
等
が
職
功
を
寂
し
、
城
代

下
関
簿
賓
及
び
三
林
善
四
郎
よ
り
賞
美
と
し
て
腰
物
・
科
足
を
受
け

た
る
も
、
共
の
頃
な
ら
ん
か
。
石
浦
の
村
跡
は
、
今
云
ふ
石
浦
町
の

地
に

τ、
石
浦
山
王
及
び
本
地
観
普
堂
の
哲
地
は
、
長
町
三
番
町
の

入
口
、
奮
務
士
演
加
氏
の
第
地
に
て
、
今
も
倫
其
の
遺
跡
と
て
雑
木

生
ひ
集
り
存
在
す
。
金
海
事
瞭
必
鍛
に
、
石
浦
町
・
長
町
へ
か
け
て
‘

昔
の
石
浦
村
の
地
内
左
り
と
い
へ
り
。
又
加
府
事
逃
質
鋒
に
、
佐
久

間
時
代
は
、
西
町
口
大
手
た
り
。
共
昔
一
授
賞
披
を
艶
ひ
防
職
す
。

今
の
堤
町
書
締
三
筒
屋
漣
古
職
場
た
り
。
因
り
て
今
山
科
屋
の
屋
敷

折
々
陰
火
起
る
と
云
ふ
と
の
古
停
訟
も
、
そ
の
か
み
佐
久
聞
が
、
尾

金
滞
古
蹟
志
巻
五

.ι. 
J、

設
し
け
れ
ば
、
信
長
会
御
腕
着
不
v
制
問
、
頚
を
ぽ
安
土
の
桧
勝
に
ぞ
巣

せ
ら
れ
け
る
。
扱
毛
受
庄
助
を
御
前
へ
召
出
さ
れ
‘
様
々
御
懇
意
の

上
に
て
、
柄
引
雨
の
御
紋
の
濁
織
を
被
v
下
け
り
。
斯
く
て
柴
悶
へ
の

御
返
事
御
口
上
、
直
に
被
昌
仰
聞
-
け
る
中
に
、
加
賀
園
は
佐
久
間
玄
蕃

に
可
a
宛
行
-
乎
‘
其
段
は
勝
家
心
に
可
v
任
也
と
ぞ
宜
ひ
け
る

-zhm
。

と
記
載
す
。
按
・
干
る
花
、
共
の
趣
旨
は
貨
に
さ
る
事
怠
る
ぺ
け
れ
ど
、

天
正
五
年
四
月
二
十
二
日
に
尾
山
落
城
と
載
せ
た
る
は
篠
也
。
太
田

和
泉
守
牛
一
が
筆
記
せ
し
原
本
信
長
記
は
、
太
田
和
泉
守
日
記
と
も

稽
し
、
慶
長
十
八
年
。
額
齢
巴
縮
徐
=
八
句
吋
不
v
願
a
愚
案
↓

ar心
之
所
'

浮
染
a
禿
筆
刊
と
奥
書
も
あ
り
て
‘
貨
に
共
の
時
代
の
筆
記
怠
る
に
、

尾
山
落
城
は
、
天
正
八
年
庚
反
間
三
月
勝
家
賀
州
ヘ
飢
入
、
四
月
加

賀
固
に
在
陣
。
加
賀
表
無
a
御
心
許
-
被
且
思
食
一
木
下
助
左
衛
門
・
魚
住

隼
人
雨
伎
を
以
、
園
之
様
子
可
a
申
上
-
之
皆
被
a
仰
譜
-
鹿
に
、
能
登
・
加

賀
一
扇
に
申
付
候
趣
、
御
使
者
衆
罷
蹄
言
上
之
底
、
御
服
着
被
ν
成。

と
あ
り
て
‘
霜
月
の
十
七
日
柴
岡
修
理
苑
よ
り
、
賀
州
一
撲
大
絡
の

顕
十
丸
安
土
へ
進
上
、
右
顕
の
注
文
に
坪
坂
新
五
郎
・
三
林
善
四
郎

の
名
を
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば
尾
山
城
を
攻
め
た
る
は
、
天
正
八
年
庚

辰
閏
三
月
よ
り
の
事
に
て
、
落
城
は
十
一
月
た
ら
ん
か
。
金
滞
石
浦

山
城
を
攻
め
た
る
時
の
事
を
越
聞
せ
し
も
の
た
ら
ん
か
。
叉
箕
浦

高
良
筆
記
に
、
金
調
停
械
に
柴
岡
修
理
の
甥
佐
久
間
玄
馨
を
置
き
1

加

州
の
一
授
頭
悉
く
討
殺
す
。
其
頃
一
授
蜂
起
し
、
六
道
林
の
堤
・
棲

畠
の
下
川
原
に
て
大
勢
殺
す
。
霊
魂
或
は
高
尾
の
坊
主
火
と
成
り
、

或
は
川
原
に
て
訟
が
う
・
兵
磁
・
久
裁
と
呼
ぶ
聾
移
し
と
あ
り
。
今
治

も
ふ
陀
彼
の
久
裁
と
い
ふ
名
は
、
若
し
く
は
前
頴
の
掘
九
兵
衛
が
取

飼
ひ
、
頚
を
取
ら
せ
た
る
三
林
善
四
郎
が
弟
三
林
久
磁
の
霊
魂
に
や

あ
ら
ん
。

。
尾
坂
牢
屋
跡

園
初
の
頃
は
、
城
郭
内
に
牢
屋
を
建

τ置
け
る
は
、
是
飽
世
の
頃
檎

共
を
入
れ
置
く
矯
め
た
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
共
の
遺
風
に
て
尾
坂

門
内
に
牢
屋
.
を
建
て
置
き
‘
罪
人
共
を
入
れ
ら
れ
し
が
、
後
に
は
公

事
場
の
圏
内
へ
移
さ
れ
し
と
聞
ゆ
。
尾
坂
門
内
新
丸
の
牢
屋
は
‘
何

れ
の
地
に
あ
り
た
る
か
、
共
の
遺
跡
は
鮮
か
た
ら
占
ー
と
い
へ
共
、
慶

長
・
寛
永
頃
の
定
書
陀
如
v
左
見
b
た
り
。
慶
長
廿
年
四
月
金
津
町
諸

役
定
書
に
‘

一
.
h
坂
箱
屋
番
之
事
、
如
a
前
々
-
可
v
仕
事
。

一
、
同
賄
之
儀
、
如
=
前
h
f
可
v
仕
事
。

七




